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１．研究計画の概要 
明末の陳思、清代初期の常志美、舎起霊など
によって山東地方に広められたイスラーム
教学はイスラーム法学や神学よりも倫理的
完成を目指すスーフィズムの学習に重点が
置かれていた。スーフィズム重視の傾向は１
９４９年の共産党中国設立まで続いていた。
そこで山東省のイスラーム関係文物にのこ
るスーフィズムの遺跡を調査し、山東地方に
つたわったスーフィズムの実態をさまざま
な角度から解明しようとする研究である。 
２．研究の進捗状況 
初年度、二年度、三年度と現地調査をおこな
い、山東省のイスラーム教徒居住区にのこる
スーフィズム関係のアラビア語、ペルシャ語
の写本調査、石碑調査、聞き取り調査などを
行った。初年度は済南、済寧の清真寺を主と
して調査した。二年度は済南北方の石家村清
真寺に保管されているアラビア語、ペルシャ
語の写本の調査をおこなった。三年度は再度
石家村の写本調査と山東学派の学燈を受け
継ぐ最後の経堂教師楊宝泉氏とのインタビ
ューに成功した。プロジェクトが始まるとほ
ぼ同時に伊牧之「済南伊斯蘭教史」が出版さ
れ、この書物の記述に案内されて研究を進め
ることができた。 
３．現在までの達成度 
研究調査を進める上で未知の文物、人物と出
会うことで研究の道筋がいくつかに分岐し
てきたが、本来の研究目標にかなり近づいて
きている。石家村の写本調査についてはほぼ
終了することができた。 
４．今後の研究の推進方策 
今年度は研究計画の最終年度なので、過去三
年間に収集した資料・情報の整理をし、分析

し成果報告書を作成し、山東学派のスーフィ
ズムの西アジアのスーフィズムとの関係を
考察しようと計画している。 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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